








要約:1.小児救急施設の充足度は約 60%であり、ほとんど毎日小児救急をしている施設は

90%以上が他かからの応援小児科医を必要とした。しかもその半数の施設では医師の確保

に苦労している。このような状況下では小児救急を充実するためには小児科医を増やすこ

とが必要であり、その上で、小児科医は 2 次、3 次救急の役割を担うべきである。2.大規

模災害時には発生 48 時間以後は被災小児にたいして小児科医は保健的、精神的活動が必

要である。


